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令和３年度当初予算令和３年度当初予算

　歳出の内訳（左図）を見ると、最も多いのが扶助費（109
億 4,786 万 2 千円）で、全体の 24.2％を占めています。
   続いて人件費（81 億 1,133 万円）が 18.0％、３番目は物
件費（69 億 7,002 万 6 千円）で 15.4％となっています。

　歳入の内訳（下図）を見ると、市税（197 億 2,900 万円）が最も多く、全体の
43.7％を占めています。
　２番目に多いのが、国庫支出金（62 億 6,390 万 8 千円）の 13.9％で、市債（46
億 1,380 万円）が 10.2％、県支出金（35 億 309 万 4千円）が 7.8％と続きます。
　財源別に見ると、自主財源が 243 億 4,119 万 7 千円で 53.9％、依存財源は
208 億 1,880 万 3 千円で 46.1％となっています。

●扶助費
　 保育園費、高齢者医療費、子ども医療費、生活保護費など
●人件費
　 議員・行政委員の報酬、市長・職員の給与など
●公債費
　 市債（長期借入金）の元金・利子などの返済金
●普通建設事業費
　 道路、橋、公園、建物などの建設費用
●物件費
　  光熱水費、郵便料、電話料、消耗品費、備品購入費など
●繰出金
　 特別会計への繰出金
●補助費等
　 市民病院への支出金など

歳出科目の解説

●市税
　 市民税（個人・法人）、固
定資産税など
●繰入金
　 特別会計や基金などから繰
り入れるもの
●諸収入
　 市税の延滞金、預金利子、
貸付金の元利収入など
●使用料及び手数料
　 市の施設や行政サービスを利
用する人に、それに要する経
費を負担してもらうもの

●分担金及び負担金
　 市が行う事業で特に利益を
受ける人から、その受益の
限度において賦課徴収する
もの
●国庫支出金
　 市が行う事務事業のために
国が支出するもの
●市債
　 不足する財源を賄うために
借り入れるもの
●県支出金
　 市が行う事務事業のために
県が支出するもの
●地方消費税交付金
　 地方消費税の一部が県から
交付されるもの
●地方交付税
　 地方公共団体間の地域格差
をなくし、一定の行政水準
を確保できるようにするた
めに国から交付されるもの

歳入科目の解説

歳　出

会計名 令和３年度予算額 令和２年度予算額 前年度比率 (％）
一般会計 451 億 6,000 万円 517 億 3,000 万円 87.3 
特別会計 262 億 1,930 万円 257 億 7,990 万円 101.7

内
訳

国民健康保険 122 億 3,500 万円 122 億 6,800 万円 99.7 
介護保険 98 億 7,500 万円 93 億 7,300 万円 105.4
後期高齢者医療 37 億 2,300 万円 35 億 9,100 万円 103.7 
稲沢西土地区画整理事業 3億 8,630 万円 5億 4,790 万円 70.5

企業会計 177 億 226 万 1千円 179 億 2,075 万 5 千円 98.8

内
訳

病院事業 81 億 8,372 万 8 千円 82 億 4,439 万円 99.3
水道事業 48 億 9,523 万 5 千円 45 億 9,898 万 7 千円 106.4
公共下水道事業 42 億 1,358 万 6 千円 46 億 3,239 万 5 千円 91.0
集落排水事業 4億 971 万 2千円 4億 4,498 万 3 千円 92.1

合計 890 億 8,156 万 1 千円 954 億 3,065 万 5 千円 93.3

会計別当初予算の前年度比較

一般会計 451 億 6,000 万円の性質別構成比
歳　入

主な用語の解説

●一般会計… 市行政の基本的な経費（福祉、衛生、教育、土
木など）に要する経費について、市税などを主
な財源として経理する会計

●特別会計… 市が特定の事業を行う場合に、一般会計の歳入
歳出と区分してその経理を明確にするため法律
や条例によって設置する会計

●企業会計… 市が独立採算制を原則とする企業的色彩の強い
事業を行う際に、法律や条例によって設置する
会計。企業会計は、公共の福祉を目的とすると
ともに、企業の経済性を発揮することも求めら
れていて、経理の方式なども一般会計や特別会
計とは異なる

　昨年から新型コロナウイルス感染症が世界中で猛威を振るっております。このような状況の中、今年度は市税収

入の大幅な減少が見込まれ、非常に厳しい財政運営が求められますが、市民の皆さまの幸
しあ

福
わせ

を創造していけるよう、

公約である「人にやさしく活力あるまちづくり」の実現に取り組んでまいります。

人にやさしく

　安心して子育てができる環境の整備としまして、昨年度は保育士の負担軽減や保育の質の向上を目的に、保育支

援者を大規模園１園に試行的に配置いたしました。今年度はさらに小規模園１園にも配置し、今後の拡大に向けた

検討をしてまいります。教育現場におきましては ICT 支援員を配置して ICT を活用した教育を推進するほか、小学
校音楽室へのエアコン設置や学校運営協議会の拡大などを進めてまいります。また、「福祉の拠点」としまして、福

祉課と社会福祉協議会を東庁舎１階に設置し、福祉に関する相談のワンストップ化を実施するほか、稲沢おでかけ

タクシーの本格運行やおくやみコーナーの設置などの取り組みを進めてまいります。

活力あるまちづくり

　名鉄国府宮駅周辺再整備の事業推進とともに新たな住居系市街地の形成、東西幹線

道路の整備促進に向け協議・調整を行ってまいります。地域経済の活性化に向け、新

型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者への支援や、「稲沢まちゼミ」事業につ

いても引き続き補助を実施し、参加店舗や講座の拡充に取り組んでまいります。また、

新たな観光資源として「祖父江ぎんなんパーク」が６月にオープンするほか、荻須高

徳画伯の生誕 120 年を記念した特別展を開催するなど、積極的に本市の PR を行って
まいります。

　財政状況が厳しさを増す一方で、行政に求められる役割が高度化・複雑化する中、ウィ

ズコロナ／アフターコロナの時代を見据えた行財政運営に努めてまいります。 稲沢市長　加藤錠司郎

令和３年度当初予算令和３年度当初予算
　令和３年度当初予算（総額 890 億 8,156 万１千円）についてお知らせします。

問合問合先先　市役所財政課 0587(32)1171
1007676
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